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Abstract
 
This paper examines limit and possibility of the McDonaldization theory by George Ritzer
 
from this viewpoint:this theory may explain some phenomena in recent social change which are
 
supposed to show a decline of public space. In our view his theory is persuasive in some points
 
but at the same time has its peculiar limit. Though Ritzer has some extension of McDonaldiza-
tion theory recently,this attempt does not overcome the limit we point out.
はじめに
Habermas（1962＝1973）が公共圏の機能喪失を問題にしたのは19世紀半ば以降の福祉国家体制のこ
とだが、近年の社会変動をめぐる研究は、現代社会においてますます公共空間が希薄化していること
を示している。その原因はさまざまな要因を含んでおり特定することが難しいが、人々がさまざまな
局面で業務の効率性を追及した結果である、と記述することは可能であろう。
われわれは、こうした変動を捉える枠組みとしてRitzer（1993＝1999）の唱えている「マクドナル
ド化」の概念が有効なのではないかと考えている。現在起きている多くの変動は、いわば、合理化に
ともなう、意図せざる結果としての非合理化、といった面が確かにあり、Ritzerが記述する図式が当
てはまるように思われる。ただし、Ritzerの描く図式は過度に単純化されており、具体的な労働現場
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や消費生活の姿を表面的にしか捉えていない。実際の社会的世界はもっと複雑であり、彼の図式には
かなりの修正が必要となるであろう。
以下では、近年の議論に現れている公共空間の希薄化を示すと思われる現象について素描し（１）、
それらがRitzerのいうマクドナルド化の図式で捉えられることを示す（２）。しかしRitzerのマクド
ナルド化理論が描く図式とは異なる動きも随所に見られ、われわれはこの理論の（少なくとも部分的
な）修正を行わなければ、現実を捉える有効な道具とはなり得ないことを論じたい（３）。Ritzerはそ
の後、マクドナルド化の概念をさらに拡大して「存在と無」からなる「大きな物語」を構想している
が、その試みもわれわれの指摘した理論的弱点を克服していないことを最後に示したい（４）。
１．公共空間の希薄化
Putnam（1995＝2004;2000＝2006）は、『孤独なボウリング』という印象的なタイトルの著作にお
いて、かつてTocquevilleが『アメリカの民主主義』において称賛したような「たくましくて活発な市
民社会の存在」が、近年のアメリカから失われつつあると警鐘を鳴らしている。彼は、たとえば、現
代アメリカ人の政治参加が低下していることを次のように指摘している。
1960年、米国有権者の62.6％が、ジョン・Ｆ・ケネディとリチャード・Ｍ・ニクソンのどちらを選ぶか、
という投票に参加した。1996年には数十年の低下を経て、ビル・クリントンとボブ・ドール、そしてロ
ス・ペローの中からの選択を行った有権者は48.6％となった。これは二〇世紀でほぼ最低の投票率であ
る。大統領選挙への参加は、過去36年間を通じて、四分の一ほど下落した。中間選挙、地方選挙の投票
率もだいたい同程度の低下を示している。（2000＝2006:31-32）
Putnamによると、「四分の一」という数字には留保が必要で、実はこの間、合州国の選挙登録制度
が改革されて投票への制度的ハードルが低くなっていることや、公民権運動の結果、南部での黒人投
票率が上昇していることを差し引いて考えなければならない。つまり、以前から選挙権を行使できた
のに投票を放棄している人々は、実際にはこの数字よりはもっと多いというのである（Putnam,
2000＝2006:32-33）。
公的領域への参加が低下しているのは政治的領域に限った話ではなく、宗教団体、労働組合、PTA、
女性団体、ボーイスカウト、赤十字、ライオンズクラブ、青年商業会議所、フリーメーソンといった
主要な市民団体もまた会員数を大幅に減らしている。特に労働組合や女性団体は、場合によっては最
盛期の半分程の会員数になっている（Putnam 1995＝2004:61-64）。娯楽においても、たとえば、80
年から93年までの間に、ボウリングをする人の総数は10％増えているにもかかわらず、クラブに入る
人の数は40％減少している。彼がボウリングを取り上げているのは、こうした娯楽の場においても、
そこには人々の協力があり、会話があり、意見の交換があるので、広い意味の市民社会を形成してい
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ると見なすことができるからである。「より広い意味での社会的意義はもっと別のところにある。つま
り、ビールやピザを片手に、時には市民的な会話さえ交えつつ、ボウリングを通じて社会的交流を行っ
ていたことこそが重要なのである。１人でボウリングをする者には、これらの経験が失われている」
（Putnam, 1995＝2004:64）。
ソーシャル・キャピタル（social capital社会的資本）という概念は、このような広い意味での市民
社会を捉えるために提起されたものである??。この概念は組織でもなければ団体でもなく、明確に計
測することが難しいものではあるが、デモクラシーの活性化には欠かせない重要性を持っているとさ
れ、近年、多くの研究者によって注目されている。ある意味では、公共圏を支えるものとしてHaber-
mas（1992＝2003）が注目した日常的なコミュニケーションのネットワークにかなり近い。
ソーシャル・キャピタルの衰退、という傾向はまた、Beck&Beck-Gernsheim（2002）やBauman
（2001）らが指摘する「個人化」傾向とも重なり合う。Beckは既に『危険社会』（1986＝1998）にお
いて、階級と家族が衰退し、個人が社会（国家）と直接向き合う事態の進展を描写していた。労働組
合の組織率が低下していることはPutnamも指摘しているが、人々は一方では、次第に自分が所属し
ているはずの「階級」とのつながりにリアリティを感じなくなっていくし、他方では、普遍的だと思
われてきた家族の重要性も相対的に低下し、家庭内での役割よりも個人の都合の方を優先させる傾向
が指摘されている。山田昌弘（2004a:342）によれば、従来、家族は選択不可能で解消困難な存在と
見なされてきたが、それが現代では揺らぎつつある。こうした傾向は、結果的に、人々をバラバラで
孤立した存在に変えていくことになり、公共空間の成立にとっては脅威といわなければならない。
いわゆる高度情報社会の到来が、こうした動きにいっそう拍車をかけているとの指摘もある（Reich,
2001＝2002;山田昌弘，2004b;森岡孝二，2005）。情報化とグローバル化によってもたらされた
「ニューエコノミー」の時代においては、「正社員体制から二極化へ」という動きが不可逆的に生じて
くる。情報化の進展とともに企業間の競争は一層激しさを増し、よりすぐれたモノ・サービスを提供
すべく新しいビジネスモデルが常に模索されている。ニューエコノミーは、一方に高度に知的で創造
的な労働者を必要としており、彼らには好待遇で応じているが、他方では多数の単純作業パートタイ
ム労働者をも生み出している。
コンピュータやインターネットの発展は、雇用形態の多様化や業務のアウトソーシングを容易にして、
むしろ多数の非熟練労働者を生み出し、正規雇用の多くの非正規雇用に置き換えることを可能にする。
その結果、多くの労働者から従来の比較的安定した職が奪われ、雇用はますます不安定化していく。…
シリコンバレーでは、すでに一九八〇年代までにビルメンテナンスや造園などの周辺的業務を外部委託
していたが、一九九〇年代には給与計算や人事管理から製造にいたるまであらゆる仕事が外部委託され
るようになった。なかでももっとも急激に成長しているのは製造部門の業務請け負いである。あるコン
ピュータ会社は、一九九〇年代の末には、部品やソフトウェアやサービスに要する経費の八割以上を外
部から調達するようになった。（森岡，2005:58-59）
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高度情報社会には、労働生産性を高め、報酬の高い知的労働を生み出すバラ色の面もあるが、同時
に影の面もあることは否定できない。「効率的で使いやすく魅力的なインターネット・システムを作る
には、優秀な能力をもった社員を必要とする。それと同時に、大声を出しながら無料のスターターセッ
トを駅前で配る単純労働者が必要になる」（山田 2004b:107）。そして、Reich（2001＝2002）や森岡
（2005）が指摘するように、勝者の側も決して安心はできず、明日は敗者の側に回るかもしれないと
いう不安を常に感じている。安定的な人間関係がますます築きにくくなり、未来の不透明さが増して
いく社会に、われわれは突入しつつあることを、これらの研究は示している。
２．説明モデルとしてのマクドナルド化
ファストフード業界は、当初から、多くの単純作業パートタイマーによって支えられるものとして
理解されていた（Schlosser, 2001＝2001）。マニュアルさえ理解できれば何の技能も要求されない、と
されるファストフード・レストランの雇用は、劣悪な労働条件の仕事を大量に創り出している。
バーガーキングの従業員は次のようにいう。「どんな無能でもこの仕事はできます。とても簡単です」。
「訓練されていればサルだってこの仕事はできます」。労働者は彼らの技術と能力のほんの一部分しか使
うことができない。…従業員は、彼らの技術のすべてが駆使できないことに加え、仕事に関して考えた
り、創造的であることを許されていない。このことは、ファストフード・レストランで働く人々の強い
憤懣、仕事に対する不満、疎外、高い欠勤率や離職率へとつながる。事実、ファストフード産業は、合
衆国において、ほかのどの産業よりも高い離職率（ほぼ一年で三〇〇パーセント）を示す。（Ritzer,
1993＝1998:210-211）
かつてG.Ritzer（1993＝1999;1998＝2001;2002;2004＝2005）が ?マクドナルド化（McDonaldi-
zation）」と呼んだ事態は、消費の分野にも合理化の波が押し寄せてきており、われわれはますます生
活から余裕を無くしていることを摘発するものであった。フォード・システムに象徴される生産過程
の合理化は以前からよく知られていたが、これが生産だけではなく消費の場面にも押し寄せているこ
とを指摘した点に、この理論の新しさがあった。ファストフードが開発した消費の様式は、かつてウェ
イターやウェイトレスが行っていたサービスを消費者が自ら行い、時間のかからない（レストランに
とってはそれだけ回転が早くなり、効率的な）食事の仕方を実現したものである。あらゆる面での効
率性を追及するというマクドナルド化の原理は、ファストフード・レストランを越えて人々の生活全
般に及ぶものととされている。われわれは、前節で指摘した公共空間の希薄化を説明するためのモデ
ルとして、この「マクドナルド化」の原理が、一つのヒントになるのではないかと考えている。
この「原理」には、効率性・計算可能性・予測可能性・制御、という４つの次元があるとされる。
マクドナルドの仕組みが効率性であることは自明のことである。ファストフードは、空腹を満たすた
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めの「最良の方法を提供」している。Ritzerによると、この原理は他のさまざまな分野に応用されて
おり、「体重の減少、潤滑油の注入された自動車の購入、新しいメガネあるいはコンタクトレンズの入
手、また所得税手続きの代行などの面での効率性」（Ritzer, 1993＝1999:30-31）が提供されている。
セルフ・サービスの原理は、いままでサービスを受ける側であった客を働かせることであるが、この
やり方はスーパーマーケットやセルフ方式のガソリンスタンドにも及んでおり、経営者にとってはそ
れだけ人手を減らせるので常に魅力的な選択肢となる。また、ファストフード店が開発したマニュア
ルによる労働管理や、テイラー・システム、フォード・システム、ジャスト・イン・タイム制といっ
た工夫は、いずれも効率性を追及したものである。
第二の原理・計算可能性はWeberに由来する概念であり、量的側面を重視して、販売商品の分量と
費用、時間を管理することを指している。ファストフード業界は、より早く、より多くのものが提供
できることは、それだけ望ましい、という原理を採用している。時間も重要なファクターであり、ド
ミノピザは客に対して30分以内での配達を約束しているし、ピザハットは５分以内に一人前のピザを
出すことを約束している。マクドナルド化されたシステムでは、「従業員もまた、自分たちの作業の質
的側面よりも量的側面を重視する傾向がある」。質については考えなくてもかまわず、一人一人は量に
注意を払うだけで済むようになっている。
第三の原理は予測可能性である。マクドナルドの提供する商品・サービスは、いつでもどこでも同
じである、という保証がなされている。ここでは意外性の無さがむしろ快適性の保証とされる。新し
いものと出会う驚きはないが、落胆もない。特に有名な仕組みが従業員を管理するマニュアルであり、
これが従業員と客の相互作用をも予測可能なものにしている。ファストフード・レストランを訪れる
客はマニュアルに従っているわけではないが、従業員がマニュアル通りに行動することを予想して行
動するようになる（Ritzer, 1993＝1999:33）。
第四の原理は制御（脱人間化）であり、これは、人間の技能を、人間によらない技術体系へ置き換
えることを目指すものである。作業ラインのような非人間的技術体系は、人間によって制御されるの
ではなく、人間を制御している。客を制御するシステム、従業員を制御するシステムがさまざまに考
案されている。
マクドナルド化された組織で働いている人々に対する制御は、客に対するよりもはるかに高度であり、
通常大変に手厳しく、ずっと直接的である。彼ら従業員は教えられた通り正確に、ごく限られた業務を
するよう訓練されている。…店長や監視員は、従業員たちが自分の職務をきちんと実行しているかどう
かを確認する。加えて、マクドナルドは従業員を働かせるため、人間の従業員にとって替わる人間によ
らない装置を用いるという脅威、最終的には実際に用いることによって制御を行っている。（Ritzer,
1993＝1999:34）
このようなファストフード・レストランが登場し流行していることそれ自体は、さほど問題とすべ
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きことではないかもしれない。しかしここに見られる原理が社会に一般化することは、いずれは公共
空間を浸食し、市民社会に大きな影響を与えるとRitzerは考えている。
ファストフード・レストランのもう一つの脱人間的な側面は、それらが人間同士の接触を最小にしてし
まうことである。たとえばファストフード・レストランの性質は、いくらひいき目にみても従業員と客
の関係を一瞬だけのものにしてしまう。なぜなら、平均的な従業員はパートタイムで働き、数カ月しか
そこにいないために、いつもくる客でさえ彼または彼女と個人的な関係を形成することはめったにない。
食堂や安い小料理屋でウェイトレスと仲良くなるような時代は過ぎ去ってしまった。従業員と客との接
触は非常に短い。注文し、食べ物を受け取り、料金を払うのにほとんど時間はかからない。…そのよう
な状況では、実質的に客と売場の従業員とが相互作用する時間はまったくない。（Ritzer, 1993＝1999:
214）
マクドナルド化された組織における人間関係は、スピーディで非人格的なマニュアル通りの対応に
なっていき、以前の人間関係がこうしたものに置き換えられていけばいくほど、市民社会を支えるコ
ミュニケーションのネットワークは希薄なものになっていく。もちろん、平均して数カ月しか勤務が
続かない従業員同士の間にも、個人的関係が発達することは少ない、とここでは想定されている。こ
うした雇用形態が増えるにしたがって、われわれはそれだけソーシャル・キャピタルを失っていくこ
とになる。先に指摘した労働の二極化は、こうしたファストフードのやり方が他の企業体組織にも拡
大しつつあることを示している。作業を細分化し、マニュアルを作成し、不測の事態にいつでも対応
できるように全体の構造を柔軟にしておくことは、企業や組織全体としての生産性を高めることにな
り、激化する競争を生き抜くためには有効なやり方であろう。副次的な効果としてコミュニケーショ
ンのネットワークやソーシャル・キャピタルが衰退したとしても、こうした利点がある限り、この傾
向は止まらないように思われる。
Ritzer自身は、この社会変動の原因をどこに求めているのだろうか。「マクドナルド化」が必然的に
進行することを、彼はWeberに倣って「鉄の檻」と表現している。マクドナルド化がますます多くの
社会的領域を支配するようになるメカニズムを、⑴経済的利害、⑵自己目的化、⑶個人化傾向との合
致、として説明している（1993＝1999:230）。企業の利潤追及にともない、組織の形はマクドナルド
化し、より低いコストとより高い収益をもたらす。また、マクドナルド化は自己目的化し、（少なくと
も合州国では）「文化」として価値を持ち始め、人々はマクドナルド化そのものを欲するようになる。
さらに、マクドナルド化は社会の個人化傾向に適合的なので、その傾向に拍車をかけ、その結果より
いっそうのマクドナルド化が進展する、というのである。
?マクドナルド化」という説明モデルのメリットは、多くの社会領域で起こっている変動に共通する
メカニズムを摘出できるところにあると思われる。作業を細分化しマニュアルを作成することで労働
者のトレーニングは不要になるが、結果として、大量の未熟練労働者を生み出すことになり、階級と
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しての労働者を流動化させ、職場の人間関係を破壊する。このやり方はファストフードや情報産業だ
けでなく、他の製造業でも一般化しつつある。また、家事労働のサービス経済化は、家事負担から（多
くの場合）女性を解放し、職場進出に道を開き、人々の自己実現を容易にしたが、結果として家族の
機能を縮小し、家族成員のつながりを希薄化している。情報通信技術によって自宅勤務が可能になれ
ば、通勤の負担から労働者を解放し、都市部の混雑を緩和することができるが、結果として、それま
で職場で交わされていた、業務と直接関係のないコミュニケーションは消滅し、ソーシャル・キャピ
タルはその分だけ失われることになる（Fraser, 2001＝2003;森岡，2005）。
技術の進歩とともに、そしてさらに重要なことに、生産や消費のあり方が合理化されるとともに、
われわれの生活はより快適に・より便利になるのだが、このプロセスは意図せざる結果として「合理
性がもつ非合理性」をしばしば引き出してしまうのである??。
３．マクドナルド化の限界
上記のように説明されるマクドナルド化であるが、Ritzerが描く姿は一面的であるといわなければ
ならない。たとえば、ファストフードの店舗では労働者が絶えず入れ代わっているとされるが、中に
は何年も勤務する従業員もおり、常連客との付き合いもないとはいえない。会社がマニュアルを用意
して従業員の仕事の制御を試み、ビデオカメラを設置したり覆面の監視員を派遣したとしても、従業
員の間にインフォーマルな集団が形成されることを排除できないでいる。
Tannock（2001＝2006）が観察したカナダのファストフード・レストランは、店舗ごとに雰囲気が
かなり異なるが、どの店舗でも従業員は一つの「チーム」としてある種のコミュニティを形成してい
る。
若い彼女らは仕事以外のときもいっしょに遊びにでかけ、おたがいの家に食べ物を持ち寄ってパー
ティを開く。ささやかな贈り物を交換しあい、経済的に困っている際には食費を貸し借りしあうことさ
えある。あるスーパーバイザーの女性がマネージャー補佐に昇進したとき、昇進を祝って同僚のひとり
がケーキを作ってきたこともある。…「私は同僚たちが大好きです」と、若い接客係は言う。「同僚たち
が私のために何でもしてくれることはわかっていますし、私も同僚たちのたなら何でもします」。…「（今
年）辞めても、同僚たちのことは忘れないでしょう。彼女たちのことを本当になつかしむと思います」
（Tannock, 2001＝2006:61）
また、ファストフードの仕事は単純作業であり、マニュアルに従ってルーティン化した作業をこな
せばよいと考えられがちであるが、実際にはそうともいいきれない。むしろ、現場の従業員が自主的
に判断してマニュアルを補足しなければならない場面も多い。
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この商品がこの時刻にこれだけ必要だ、と書いてある、くだらない表があるんですが、それがたいて
い、かなり的外れなんです。つまり私たちのほうがわかっているのです。週に五日も働いていますから。
何が必要か、こんな日にはどういう感じか、私たちはわかっています。ある日は忙しいし、別の日には
お客さんがぜんぜん来ないので驚くこともあるでしょう。ファストフード店では先のことは決してわか
らないのです。…会社は、ファストフードの科学があると思っています。でも、そんなのありません。
（Tannock, 2001＝2006:141）
ファストフードの進出がスローフード運動を引き起こしたように、マクドナルド化はそれに抗する
動きを招いている。もっとも、従業員がコミュニティを形成し、マニュアルの不備を補うように職場
を自主管理することは、必ずしも彼ら・彼女らの利益に結びついていない面もある。仲間と支えあい
ながら自主性を発揮できるとはいえ、ストレスが多く低賃金の仕事であることにはかわりがなく、む
しろ仲間と離れがたいという理由でこの仕事を続ける従業員が多ければ多いほど、むしろ会社にとっ
ての利益が大きくなる。長く続けていても賃金はさほど上がらないのだから、トレーニングの必要の
ないベテランが多くいてくれた方が、経営者としては助かるわけである。多くのファストフードの
チェーンが、むしろ積極的に従業員のチームワークを強調し、仲間意識をもたせるようにしているの
はこのためである??。
それゆえ、Ritzerの図式は修正しなければならない。少なくとも、ファストフードにおける予測可
能性と制御は、その原理を否定する必要はないにしても、Ritzerの描くものよりは複雑化して現れて
いる。むしろ部分的には予測と異なる「遊び」の余地をのこし、また、制御を緩めることによって、
結果的に予測された通りのパフォーマンスを実現し、より高度な水準での制御を可能にする仕組みに
なっているといえるのではないか。
さらに重要なことは、われわれはマクドナルド化のプロセスを、かならずしもRitzerのいうような
「鉄の檻」と考えなくてもいいことである。確かに、従業員同士の連帯や自主管理は、結果的により
一層のマクドナルド化を出現させることもあるかも知れない。しかし、時には本当の抵抗を招き、マ
クドナルド化に抗する社会が顔を覗かせることもある??。Tannockの指摘によると、1990年代を通じ
て、北米のファストフード業界やスーパーに労働組合が相次いで結成され、マクドナルド化に歯止め
を掛けようとしている。日本でも、2006年５月末に200人の労働者が「日本マクドナルドユニオン」を
立ち上げ、６月には日本ケンタッキー・フライド・チキンで労働組合が結成されている。
こうした動きが、マクドナルド化傾向を押し戻すのか、大きな流れに呑み込まれてしまうのかは定
かではないにしても、とめどなく進行する「鉄の檻」というイメージとは異なる図式をここに描くこ
とができよう。確かに社会のさまざまな領域で効率性の追及が止むことはないであろうが、その結果
どんな不都合が生じても、誰もそれを止められないというわけではない。
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４．グローバル化の中のマクドナルド化
上記のように、Ritzerのいうマクドナルド化は、全体傾向を大雑把に捉えるにはある程度有効で
あっても、個々の細かい事象を見ていくと彼の描く図式とは必ずしも一致しない側面が出てくる。中
央で計画したやり方やルールが、現場では計画通りに通用せず、細かい修正を施されることは、マク
ドナルド化に限らず、われわれの日常生活においてもよくあることである。
Ritzerの関心は、現実に即した細かい修正にあるというよりは、むしろさらに「大きな物語」を構
想することにあり、近年の「無のグローバル化」という図式（2003;2004＝2005）においては、マク
ドナルド化は、資本主義化、アメリカ化とともに、グローバル化を押し進める主要な原理として扱わ
れている。いわば、さらに一般化する方向へと理論を発展させている。ここでは、「存在（something）」
と「無（nothing）」からなる連続体が想定され、グローバル化が進展する世界は、全体として「存在」
から「無」へと向かうものとして描かれている。
?存在」とは、Ritzerによれば、「特有な実質的内容にかなり富んでおり、概して現地で構想され、
管理される社会形態」（2004＝2005:11）とされるものであり、「無」とは、その反対に、「特有な実質
的内容を相対的に欠いており、概して中央で構想され、管理される社会形態」（2004＝2005:4）とさ
れる。一見してわかるように、「無」が支配する世界とは「マクドナルド化」として描かれた合理性が
全面的に支配する世界であり、それゆえその非合理も極限に達する。「無」の世界では、非場所（non-
places）、非モノ（non-things）、非ヒト（non-people）、非サービス（non-services）が主流になり、「存
在」である場所、モノ、ヒト、サービスは次第に居場所を失うとされる。突飛な表現ながら、ここで
指摘されていることは、マクドナルド化として彼が問題にしていたことの延長上にある。非場所とは、
ディズニーランドやマクドナルドのような、その場所との結びつきを持たない、個性のない場所のこ
とであり、非モノは、大量生産されてお互いに区別がつかないビッグマックや清涼飲料水のような製
品のこと、非ヒトとは、ディズニーランドで着ぐるみの中に入っている従業員のように、マニュアル
通りに動く、個性を剥奪された人間、非サービスとは買い物用のウェブサイトのような、あらかじめ
予期された（しばしば機械による）対応システムのこととされる。
これらはいずれも、消費行動の合理性を追及していった結果開発された仕組みやその産物である。
それゆえ、事業者にとっても、利用者・消費者にとってもそれなりのメリットがあり、多くの人びと
にとっては快適なものである。時に失敗することもありうる家庭での料理と異なり、ファストフード
で出される食事は極端に予想を裏切ることはないし、ディズニーランドで出会うミッキーマウスの機
嫌が悪いことはありえあい。たとえ着ぐるみを着ている従業員の機嫌が悪いとしても、そのことが客
に分かることは通常はない。こうした均一性を、Ritzerは「内容がない」「空虚」なものとして捉えて
いる。
明白な例であるボトル入りの水を除き、コーラほど単調で、特有な内容を欠いているものはないと思
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われる。数えきれないくらい多数の企業がコーラを製造しているが、それらのコーラは互いにほとんど
区別できない。また、周知のとおり、ナイキの靴は東南アジア（および他の地域）の請け負い業者が製
造しているが、彼らは同じ組み立て作業で、たぶん同じ日に、ほかのブランドまたはノーブランドのき
わめて類似したランニングシューズも製造している。製品をほとんど区別できないので、野心のあるメー
カーにとって、（利益が減るがゆえに、ほとんどの企業が嫌がっている価格競争は別として）ブランドの
構築とその積極的な宣伝を通して差異の幻想またはイメージを作りだすこと以上の選択肢はほとんどな
い。（Ritzer, 2004＝2005:344-345）
注意しなけれはならないは、「無」そのものがRitzerによって悪いものとして告発されているわけで
はないし、「存在」そのものが称賛されていわけでもないことだ。「無」とは合理化によって生まれた
社会形態であり、便利で、快適で、物質的なゆたかさを確かにもたらした。われわれは中央で管理さ
れてつくられた大量生産の品々無しに日常生活を送ることはもはやできないし、そのような事態を望
む理由もない。また、「存在」とされているローカルな社会形態にはさまざまな不合理が含まれており、
非効率的で無駄の多いシステムを全面的に採用する理由もない。にもかかわらず、Ritzerの力点は
「無」のもたらしたデメリットの方に向いている。この点では彼は明らかに価値判断に踏み込んでい
る??。
とりわけ人間関係の創出という点においては、「無」がもたらす事態は致命的である。たとえば、「存
在」の例である日替わり定食レストランと、「無」の象徴であるファストフード・レストランを比較し
ながら、彼は次のように述べている。
日替わり定食レストランなどの場所は人間関係を特徴としている傾向が強く、非場所は人間関係に欠
ける傾向が強い。すでに述べた場所の特徴、つまり独自なものであり、唯一のものであり、特定の場所
および時間と結びついているという特徴のすべてのゆえに、日替わり定食レストランなどの場所では、
より深くて個人的な人間関係が育まれる可能性が高い。…つまり少なくとも人びとが歓迎されており、
束の間ではあっても先に進む前に一息つけると感じられる空間がある。これらのすべてのおかげで、こ
のような状況の中で働いている人やほかの客との人間関係が育まれやすい。
これとは対照的に、特定の地域や時間と結びついていないこと、人びとがたんにそこをかけ抜けてい
ると感じることを特徴とするファストフード・レストランなどの一般的な交換可能な非場所では、人間
関係が乏しい傾向が強い。（2004＝2005:101）
もちろんこの図式に収まらないさまざまな形態があることはRitzerも認識している。米国では「非
モノ」であるファストフードやジーンズが、米国以外の国では、アメリカや、アメリカが「体現」し
ている自由（ゆたかさ、若さ、…etc）の象徴として、すなわち、「存在」として受けとめられ、独自の
意味付与が行われることもあることは認識しているし??、ファストフード・レストランを人びとがさ
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まざまな仕方で利用し、中央では思いつかなかったような事態を引き起こしていることも指摘されて
いる。
日本では、自宅の手狭なティーンエイジャーたちは、放課後、ファストフード・レストランに立ち寄っ
て宿題をやっている。彼らは友達に会って、宿題をする場所としてファストフード・レストランを利用
している。彼らはそこで何時間もねばっている。米国のファストフード・レストラン管理者の立場から
いえば、これは悪夢である。（2004＝2005:300）
しかし、前節でわれわれが言及したような、従業員が時折見せる主体性について、Ritzerは注目し
ていない。「存在」と「無」の連続体という図式においては、われわれが注目したような人間関係は、
「存在」に近い方に位置する例外的な職場、として扱うことも可能であろうし、おそらく彼はそのよ
うに考えている。一部に例外的
・
な動きはあり、また、あからさまな反グローバリズム、反マクドナル
ド化の運動はあるものの、「全体としては」合理化が止めどなく進展してしまう、という説明を維持し
ようとするであろう。
しかしながら、この戦略は、説明の透明さを損なうものではないだろうか。マニュアルに従って人
びとをロボットのように動かすのではなく、所々に人びとの主体性を取り込みながら、それをむしろ
利用して、より高度な支配を行っているのが現実の姿なのであり、こうしたメカニズムを取り込んで
いくことでより精緻な説明が構築できる可能性がある。Ritzerは、マクドナルド化の理論をより一般
化するべく拡張しているが、われわれはむしろ、説明力を強めるために濃密化する方向を目指すべき
だと考える。
おわりに
本論文は、公共空間の希薄化を示す多くの社会変動を「マクドナルド化」というキーワードで一貫
して説明できるのではないか、という可能性を探究したものである。個人化・情報化・グローバル化
という流れは、現代において、人々の連帯を破壊する方向に作用しているといえよう。
われわれが指摘したのは、一方的に破壊が進むばかりでなく、新たな公共空間やそこでの連帯が作
られる可能性もある、ということである。マクドナルド化の理論は、人々の労働や消費過程の現実に
即してより一層精緻なものにする必要があるが??、同時に、それが引き起こす反作用の可能性につい
ても考察を進めなければならないであろう??。
＊本研究は、群馬大学「教育研究改革・改善プロジェクト経費」による研究助成を受けている。
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注⑴ Putnamによると、ソーシャル・キャピタルとは、「相互利益のための調整と協力を容易にする、ネットワーク、規
範、社会的信頼のような社会的組織の特徴をあらわす概念」（1995＝2004:58）、あるいは「個人間のつながり、すな
わち社会的ネットワーク、およびそこから生じる互酬性と信頼性の規範」（2000＝2006:14）と定義される。
⑵ 森岡（2005:53-55）によると、18世紀後半の産業革命のときにも、技術革新がむしろ仕事量を増やし、労働時間を
長くしたという。
⑶ 必ずしも雇用者側が意図したものとは言えないが、Toynbee（2003＝2005）が体験したイギリスでの低賃金労働の
現場でも、同僚との仲間意識が、劣悪な労働環境を維持する方向で作用していることが指摘されている。
⑷ Ritzer自身も、もちろんマクドナルド化に反するさまざまな傾向について論じている（1998＝2001:305-320）が、
量よりは質のよさを追及したビジネスについて語っているのであり、本論が注目している人々の連帯や関係について
は議論していない。
⑸ あるいはRitzerは、「無」のデメリットについてあまり知られていないからこそ、この側面を強調する意義がある、
と判断しているのかもしれない。
⑹ 何を「存在」と考えて、何を「無」と考えるか、Ritzerの記述はしばしば恣意的な判断を行っているように思われ
る。お互いに区別できない同じような品質の製品が大量生産されるケースを「内容がない」とし、その都度異なるも
のが出来上がる陶芸家の作品や高級レストランのシェフの料理を「内容が充実した」ものと断じているが、陶芸家や
シェフが熟達すると、同じような高品質の作品や料理を作ることが可能になるはずで、その場合、それだけ「内容が
空虚になる」とは言えないはずではなかろうか。
⑺ 特に、Ritzerが用いている「合理性」概念は、より精査する必要がある。合理的なシステムがさまざまな非合理を
もたらしていることは多くの論者によって何度も指摘されていることであるが、Weberが用いた「形式的合理性／実
質的合理性」という区分に収まらない、合理性の概念をめぐる問題がここに顔を覗かせているように思われる。
⑻ Ritzer自身もいくつかの反マクドナルド化の動きに言及している。特に彼が注目しているのはスローフード運動で
あり、この運動が過去と現在を維持するだけでなく「未来を創出することにも関心を持っている」ことに注目してい
る（Ritzer, 2004＝2005:354）。
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